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街
ナ
カ
散
歩
だ
と
、
屋
外
か
室
内
か

の
２
択
な
の
で
、
外
で
中
綿
付
き
の
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
り
、
暖
か
い
室
内
で

は
バ
サ
ッ
と
脱
ぐ
形
で
問
題
な
い
。
し

か
し
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
で
は
高
度
、
風
、

気
温
、
日
差
し
、
雨
、
雪
、
体
の
発
熱
．

発
汗
量
な
ど
が
刻
一
刻
と
変
わ
る
の
で

細
か
く
調
整
し
た
い
。
そ
こ
で
、
レ
イ

ヤ
ー
ド
を
意
識
し
て
ウ
エ
ア
を
選
ぼ
う
。

パ
フ
を
活
用
す
る

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
に
は
お
な
じ
み

の
「
パ
フ
」
は
商
品
名
で
、
ネ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
マ
ー
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
夏
に
は
日
よ
け
の
バ
ン
ダ
ナ

代
わ
り
に
使
え
た
り
、
水
に
濡
ら
せ
ば

首
元
を
冷
や
せ
た
り
と
、
１
年
中
使
え

る。Ｔ
シ
ャ
ツ
だ
け
じ
ゃ
寒
い
！
と
感

じ
た
ら
首
に
巻
き
、
さ
ら
に
寒
く
な
っ

何
を
重
ね
る
と
い
い
の
？

Ｔ
シ
ャ
ツ
＋
ベ
ー
ス
レ
イ
ヤ
ー
を
基

本
に
し
て
、
寒
さ
が
強
ま
る
に
つ
れ
て

＋
長
袖
シ
ャ
シ
、
＋
フ
リ
ー
ス
や
ダ
ウ

ン
、
＋
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
、
と
い

っ
た
順
に
重
ね
て
い
け
ば
、
気
温
マ
イ

ナ
ス
岨
℃
で
も
動
い
て
い
れ
ば
耐
え
ら

れ
る
。
中
綿
付
き
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
と
、

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
と
フ
リ
ー
ス
を

同
時
に
着
脱
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

細
か
い
調
節
が
し
に
く
い
。

レ
イ
ヤ
ー
ド
で
温
か
く
！

山
の
中
で
も
オ
シ
ャ
レ
さ
ん
に

ロ
ー
ド
練
習
な
ら
、
寒
く
て
も
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
暖
か
い
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る
が
、

ト
レ
イ
ル
だ
と
最
後
ま
で
ず
っ
と
寒
い
こ
と
は
ザ
ラ
で
、
雨
や
雪
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
か
と
い
っ
て
過
剰
な
装
備
で
は
走
り
づ
ら
い
し
、

荷
物
も
か
さ
ば
る
。
そ
こ
で
今
月
は
。
快
適
に
楽
に
走
る
た
め
の
、

レ
イ
ヤ
ー
ド
（
重
ね
着
）
研
究
だ
。

前
後
を
逆
に
着
る
〃

寒
い
か
ら
羽
織
り
た
い
が
、
微
妙
に

背
中
が
蒸
れ
る
か
も
？
と
い
っ
た
状

況
で
は
、
フ
ル
ジ
ッ
プ
の
フ
リ
ー
ス
や

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
の
前
後
を
逆
に

し
て
羽
織
る
の
も
手
だ
。
こ
れ
だ
と
背

中
が
蒸
れ
る
こ
と
が
な
く
、
前
か
ら
の

風
で
冷
え
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
も
パ

ッ
ク
を
下
ろ
さ
ず
に
脱
い
だ
り
着
た
り

が
で
き
る
の
で
、
温
度
調
節
を
頻
繁
に

汗
を
か
い
た
ら
負
け
！

汗
を
か
く
と
ベ
ー
ス
レ
イ
ヤ
ー
が
濡

れ
、
そ
の
際
に
風
を
受
け
る
と
一
気
に

冷
え
て
、
低
体
温
症
の
危
険
性
が
あ
る
。

予
防
の
た
め
に
、
暑
く
な
る
前
に
脱
い

で
微
妙
に
涼
し
い
状
態
を
保
つ
の
が
望

ま
し
い
。
も
し
汗
を
か
い
て
し
ま
っ
た

ら
、
タ
オ
ル
を
肌
と
ベ
ー
ス
レ
イ
ヤ
ー

の
間
に
入
れ
て
、
水
分
を
拭
き
取
る
よ

う
に
し
よ
う
。

た
ら
長
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
羽
織
っ
て
パ
フ

を
外
す
。
ま
た
寒
く
な
っ
た
ら
パ
フ
を

巻
き
…
と
、
羽
織
る
ス
テ
ッ
プ
の
間
に

挟
む
と
、
小
刻
み
な
温
度
調
節
が
可
能

になる。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ザ
イ
ン
や
表
面
積
の

広
さ
的
に
差
し
色
と
し
て
使
え
る
か
ら
、

ど
ん
な
色
の
ウ
エ
ア
を
着
て
も
映
え
る

よ
う
に
、
各
色
そ
ろ
え
て
楽
し
む
の
が

１
段
上
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
だ
。

行
え
る
。
恥
ず
か
し
い
？
大
丈
夫
！

後
ろ
に
回
り
込
ま
な
い
と
分
か
ら
な
い

し
、
後
ろ
に
は
パ
ッ
ク
が
あ
る
の
で
結

局
、
誰
も
気
づ
か
な
い
。
安
心
し
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
べ
し
。

靴
下
も
レ
イ
ヤ
ー
ド
？

趣
旨
は
異
な
る
が
、
靴
下
の
２
枚
重

ね
が
有
効
な
こ
と
も
あ
る
。
シ
ュ
ー
ズ

が
広
い
と
フ
ィ
ッ
ト
せ
ず
、
ひ
も
で
締

め
て
も
足
が
ず
れ
動
い
て
し
ま
う
。
そ

の
よ
う
に
シ
ュ
ー
ズ
内
に
空
間
が
あ
る

場
合
は
、
靴
下
を
２
枚
重
ね
に
し
て
隙

間
を
埋
め
て
し
ま
お
う
。
ま
た
、
マ
メ

が
で
き
や
す
い
場
合
は
、
靴
下
を
重
ね

る
こ
と
で
肌
と
擦
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
、
マ
メ
の
で
き
る
の
を
抑
え
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
は
薄
手
の

手
袋
も
レ
イ
ヤ
ー
ド
で

普
通
に
寒
い
と
き
な
ら
ｌ
Ｏ
Ｏ
円
シ

ョ
ッ
プ
の
モ
コ
モ
コ
手
袋
で
も
構
わ
な

い
が
、
本
格
的
に
寒
く
な
っ
た
ら
２
枚

重
ね
に
し
た
い
。
ベ
ー
ス
に
温
か
い
薄

手
の
も
の
、
ア
ウ
タ
ー
に
防
風
性
・
耐

久
性
が
高
い
も
の
を
使
う
。
こ
う
す
る

と
、
手
が
汗
を
か
い
て
も
ベ
ー
ス
を
洗

う
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。
特
に
、
極
寒
時
や
雨

の
と
き
に
水
仕
事
用
の
ゴ
ム
手
袋
を
使

う
際
、
ベ
ー
ス
を
装
着
し
て
お
く
と
着

脱
が
楽
で
、
洗
濯
も
し
や
す
い
。

ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
で
も
Ｏ
Ｋ
！

汗
を
か
い
て
も
発
散
せ
ず
汗
冷
え
を

起
こ
す
の
で
、
「
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
」
の

類
は
山
で
は
不
適
な
の
で
は
？
と
い

う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
汗
を
か
か

な
い
よ
う
に
涼
し
め
の
レ
イ
ヤ
リ
ン
グ

を
維
持
し
て
い
れ
ば
問
題
な
し
。

極
寒
対
策
、
筆
者
の
場
合

イ
タ
リ
ア
の
長
距
離
レ
ー
ス
「
ト

ル
・
デ
・
ジ
ア
ン
」
で
は
、
昼
は
日
差

し
が
肌
に
刺
さ
り
、
夜
は
路
面
が
凍
る

１
日
の
体
感
温
度
差
が
㈹
℃
近
い
が
、

こ
の
場
合
、
上
は
ベ
ー
ス
レ
イ
ヤ
ー
＋

速
乾
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
基
本
に
、
ヒ
ー
ト
テ

ッ
ク
の
長
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ
＋
薄
手
の
フ
リ

ー
ス
＋
レ
イ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。
下
は
短

パ
ン
＋
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
の
タ
イ
ツ
＋
シ

ャ
カ
パ
ン
、
と
い
っ
た
重
ね
着
で
対
処

し
て
い
る
。
手
に
は
モ
コ
モ
コ
手
袋
十

ゴ
ム
手
袋
、
首
に
は
パ
フ
を
着
け
て
い

る
が
、
日
差
し
が
強
い
と
き
は
バ
ン
ダ

ナ
代
わ
り
に
巻
い
て
い
る
。

７
日
間
に
わ
た
る
大
会
だ
が
、
現
地

の
空
気
は
乾
い
て
い
る
た
め
か
、
着
替

え
ず
に
ず
っ
と
同
じ
も
の
を
着
て
い
て

も
臭
わ
な
い
の
が
不
思
議
だ
。

◎

レ
イ
ャ
ー
ド
で
快
適
性
も
オ
シ
ャ
レ

も
同
時
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
！
一
段
上

の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
そ
う
。

靴
下
を
選
び
、
窮
屈
さ
を
感
じ
な
い
状

況
で
試
そ
う
。

心 Ｉ

ｶｻ (上)パフは色と柄を各種集
めておくと、いろんな着合わ
せに使える。まだ首を通して
いないものもあり（左)実
際に着用したウエア。脱げ
ば短距離選手、着れば氷
点下の山岳仕様となる

【
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顯
外秩父七峰縦走コース

ハイキング大会のコースを好きなときに走ろう

今回紹介するコースは、４月に埼玉で行われて
いる外秩父七峰縦走ハイキング大会のコースがベ
ースだ。もともとは無料の大会で､参加者は7000
人｡４２kmの長丁場のため､２年(２回)に分けての
完歩扱いもあった。現在は参加費2000円で参
加者は3000人に絞られ､参加者の健脚化もあっ
てか、１回でゴールしないと完歩扱いにならない。
コース上の山はすべて標高1000m以下で､牧場
が見渡せる平原だったり、市街地に下りてきて舗
装路になったりと､大変なところはない。
大会と同じく時計回りに走るなら、スタート
はJR･東武東上線の小川町駅。東京都内にも同
名の小川町駅があるので､乗り換えチェックの
際には間違えないよう、埼玉かどうかを確認し

ておこう。コースの終盤は登谷山から寄居駅に
進むが､西寄りの釡伏山を経由して波久礼駅を
目指すと、その先にある｢かんぽの宿寄居｣をゴ
ールにできる。大会とは逆に寄居駅を起点に反
時計回りにすると､小川町駅から近い｢花和楽の
湯｣をゴールにできるし､JRと東武の２路線が
使えて便利だ。しかも､最終入場が午後１０時と
遅いので､遅くなっても安心できる。
大会時は各所でカードにハンコを押せて、エ
イドや完歩証などがあって楽しい。しかし、人
数が多過ぎるので渋滞があり、安全のために走
るのは禁止されている。そんなことを気にせず、
気の合った仲間と走って温泉に入って乾杯！
といったトレランには絶好のコースだ。

＆かんぽの宿寄居

山
谷
皇

伏
登

釡

）、

ＡＣＣＥＳＳ
東京駅を発着点として
時間:電車で片道約２時間弱
予算:往復２，皿～3,000円
風呂：花和楽の湯

かんぽの宿寄居
ＭＥＭＯ東武鉄道のサイトには、沿線近くのコースが多数紹介されていて参考になる。

⑥今今月のプチ疑問１

着こなしの「差し色｣って何？
⑬ 同色系ではない色を少なめに取り入れることで、アクセントに使うこと。アウタのウイン

ドブレーカーやパンツで無難な色を使い、インナーにパーツとした色の完走シャツなどで差し
色にしてしまうのもあり。ただし、色合わせでは「３色までに抑える！」というオキテがある。
差し色も入れてのものだから、アウター、パンツ、インナーで３色をモノトーンでまとめたら既
に３色なので差し色は不可だ。コーデの基本も押さえてオシャレなトレイルランナーを目指し
ちゃおう。

’今月のお気に入り
TEMRESO１/O２win te r

もうゴム手袋と呼ばせない！ 防水手袋ならゴム手袋が最強１防寒なら、その下
にもう１枚温かい薄手の手袋を組み合わせればOK!
そんな手袋が防寒テムレスだ。鮮やか過ぎる青がネッ
クだったが､２０１８年に黒のカラーがリリースされて
アウトドアスポーツで使いやすくなった｡１９年にはブ
ランド名もTEMRESとなり、ドローコードとバック
ル付きのモデルも同時に発売されて、ガチなアウトド
ア用に進化した。販路もヨドバシカメラが加わったこ
とによって、送料無料でポイントが１０%付くのがう
れしい。
素材は台所で使う薄いゴムではなく、ポリウレタン
なので､厚手だが軽く、透湿防水性のコーティング済
みのために蒸れも少ない。内部は保温のために起毛し
たパイル地になっている。手先の防寒が主体なら、手
首のところで短く切って使うのもあり。素材が布では
ないためにほどけることはないし､収納しやすくなる。
買う際にはインナーを付けてから着用することも考え
て､-段大きいサイズを選んでおくと便利だ。

Ｉ
１

吉 本 亮
よしもと．まこと
2002年に富士登山競走に出るも
８合目手前で失格。同年の初マラ
ソンは福知山で４時間。１１月はス
ボーツクラブの駅伝大会へ。平地
でのスピード練習をしていなかっ
たのでズフス．うでした。 ショーワグローブ

｢TEMRESO１winter｣¥２,１９０(税込）
｢TEMRESO２winter｣¥3,840(税込）
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